
令和元年１２月２６日

長 野 県
国土交通省千曲川河川事務所

令和元年台風第19号豪雨を踏まえた

信濃川水系緊急治水対策プロジェクト（千曲川）
～関係機関が連携し、逃げ遅れゼロと社会経済被害の最小化を目指す～

【中間とりまとめ】
参考資料

千曲川－２

小諸市 佐久市 小海町 佐久穂町 軽井沢町 御代田町
立科町 川上村 南牧村 南相木村 北相木村 上田市
東御市 長和町 青木村 松本市 塩尻市 麻績村
生坂村 山形村 朝日村 筑北村 安曇野市 大町市
池田町 松川村 千曲市 坂城町 須坂市 小布施町
高山村 長野市 信濃町 飯綱町 小川村 中野市
飯山市 山ノ内町 木島平村 野沢温泉村 栄村



令和元年10月台風第19号豪雨の概要 ・・・Ｐ２

①被害の軽減に向けた治水対策の推進（河川における対策） ・・・Ｐ１１

②地域が連携した浸水被害軽減対策の推進（流域における対策）・・・Ｐ１６

③減災向けた更なる取組の推進（まちづくり、ソフト施策） ・・・Ｐ２１
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信濃川水系緊急治水対策プロジェクト（千曲川）【中間とりまとめ】



令和元年10月台風第19号豪雨の概要
（信濃川水系千曲川）
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■ レーダー雨量（中部地方）

令和元年10月12日12時

令和元年10月12日18時

令和元年10月13日0時

令和元年10月12日9時

令和元年10月12日15時

令和元年10月12日21時

●大河津

●上条

●長岡

●小千谷

●堀之内

●小出 ●大湯

●茗荷沢
●明神

●越後沢山
●五十沢●

六日町

●
十日町（姿）

●松代

●宮野原 ●清水

●湯沢

●土樽

●二居

●
浅貝

●赤湯

●小赤沢

●野沢温泉

●樽川

◎飯山

◎信濃町

◎笠岳
◎長野

◎鬼無里

◎信州新町

◎大町

◎穂高

◎上高地

◎奈川

◎松本今井

◎松本

◎聖高原

◎鹿教湯
◎立科

◎菅平

◎上田

◎軽井沢

◎佐久

◎北相木

◎野辺山
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333
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【凡例】
●：国交省所管雨量観測所
◎：気象庁所管雨量観測所

雨量： 0㎜～100㎜
雨量：100㎜～200㎜
雨量：200㎜～300㎜
雨量：300㎜～400㎜
雨量：400㎜以上

信濃川流域降雨量分布図
10/11～10/13総降雨量（㎜）

※速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

◼大型で非常に強い台風第１９号は、１０月１２日の夕方から夜にかけて、非常に強い勢力を保ったまま東海・関東地方に上陸
し、台風本体の発達した雨雲の影響により、既往最大を超える大雨をもたらした。

令和元年10月台風第19号豪雨の概要（信濃川水系千曲川）

令和元年10月台風第19号豪雨の概要
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信濃川水系（千曲川～信濃川）では、全川を通じて既往最大となるピーク水位を観測。千曲川では堤防の決壊のほか越水被害
も多数発生した。

■信濃川水系／千曲川
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水位
（m）

１０月１２日 ２１：５０
ピーク水位 ６．４０ｍ昭和３４年８月１４日 １３：００

既往最高水位 ５．２０ｍ
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（立ヶ花水位観測所）
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■信濃川水系／信濃川
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１０月１２日 ２０：５０
ピーク水位 ５．８７ｍ
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氾濫危険水位 ２３．８０ｍ

水位
（m）

１０月１３日 １２：００
ピーク水位 ２３．８７ｍ

昭和５７年９月１３日 １２：００
既往最高水位 ２３．１８ｍ
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氾濫危険水位 １６．１０ｍ

水位
（m）

１０月１３日 １５：１０
ピーク水位 １７．０６ｍ

昭和５７年９月１３日 １４：００
既往最高水位 １６．２３ｍ

●本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

（生田水位観測所） （杭瀬下水位観測所）

（小千谷水位観測所） （長岡水位観測所） （大河津水位観測所）

既往最高水位 12.46mを記録
〔過去最高：11.13m（S58.9.29）〕

既往最大

既往最大

既往最大

既往最大

既往最大

既往最大

※速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

令和元年10月台風第19号豪雨の概要（信濃川水系千曲川）

令和元年10月台風第19号豪雨の概要
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直
轄
管
理
区
間

川裏法崩れ 川裏法崩れ

右岸 48.5k付近 右岸 56.5k付近

護岸欠損

：決壊

：堤防欠損

：堤防漏水

：川裏法崩

：護岸欠損

凡例：被災区分

：根固工流失

：越水・溢水

川裏法崩れ

左岸 57.3k～57.75k付近

堤防決壊左岸 57.5k付近

飯山市（中央橋左岸）の浸水状況

長野市の浸水状況 川裏法崩れ

野沢温泉村

飯山市

中野市

小布施町

長野市

須坂市

木島平村

護岸欠損
左岸 57.75k付近

◼ 令和元年10月台風第19号出水では、千曲川本川において越水・溢水が発生し、左岸57.5k付近で堤防決壊、各所で川裏法崩れが発生した。
◼ 左岸78.25k付近と82.0k付近では漏水が発生した。
◼ 87kから上流では、主に護岸欠損等の施設被害が発生した。

令和元年10月台風第19号豪雨の概要

信濃川水系千曲川直轄管理区間の主な被災状況（１／２）

5

※速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。



※速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

：決壊

：堤防欠損

：堤防漏水

：川裏法崩

：護岸欠損

凡例：被災区分

：根固工流失

：越水・溢水

直
轄
管
理
区
間

護岸欠損

護岸欠損川裏法崩れ 護岸欠損

護岸欠損

護岸欠損
漏 水

左岸 78.25k付近

左岸 79.5k付近 左岸 89.5k付近 左岸 91.0k付近

左岸 102.5k付近

右岸 105.75k付近

右岸 77.75k付近
護岸欠損

根固工流失・沈下

左岸 104.0k付近

堤体漏水
左岸 82.0k付近

護岸欠損
左岸 92.0k付近

川裏法崩れ

左岸 95.0k付近

右岸 87.0k付近

護岸欠損

護岸欠損
右岸 88.25k付近

護岸欠損
右岸 96.25k付近

護岸欠損
右岸 98.0k付近

千曲市（平和橋下流右岸）の浸水状況

信濃川水系千曲川直轄管理区間の主な被災状況（２／２）

令和元年10月台風第19号豪雨の概要

長野市

千曲市

坂城町

上田市

長野市

長野市

6

堤防欠損



※速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

信濃川水系千曲川 長野県管理区間の主な被災状況

令和元年10月台風第19号豪雨の概要

7



浸水面積 約9.5㎢

○

道の駅
小布施SIC

ハイウェイオアシス

豊野中学校 豊野支所

市立長沼小

長沼保育園

市立東北北中

長野市民病院

県障害者福祉ｾﾝﾀｰ

県立総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

○○
○

豊野老人福祉センター

○豊野みなみ保育園

○

○

○
○

○

○

グリーンピア千曲

北陸新幹線車両基地

R18号

R18号

R406号

長野電鉄長野線

決壊箇所越水状況（10月13日2時12分時点）

浸水状況（ヘリ調査10月14日11時撮影）

北陸新幹線車両基地

浸水状況
（豊野町豊野地先）

（10月13日17時撮影）

決壊状況
（10月13日6時30分撮影）

浸水推定段彩図（10月13日時点）

位 置 図

長野県長野市穂保地先
ながの ほやす

×

決
壊
延
長

L
=

7
0

m

ポンプ車排水状況

堤防決壊

長野市穂保地先（千曲川左岸57.5K付近）の堤防決壊

令和元年10月台風第19号豪雨の概要

8

※速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。



須坂市北相之島（千曲川右岸）

令和元年10月13日

9

長野市長沼（千曲川左岸）

令和元年10月13日

住 民 の 避 難 救 助 状 況（信濃川水系千曲川）

令和元年10月台風第19号豪雨の概要



重要インフラの被災状況（信濃川水系千曲川）

千曲川小布施橋付近左岸を望む（令和元年10月13日 15時頃）
10

令和元年10月台風第19号豪雨の概要

決壊箇所

終末処理場の水没状況

↑下流処理区終末処理場
（クリーンピア千曲）

新幹線の水没状況

↑長野新幹線車両センター



信濃川水系緊急治水対策プロジェクト（千曲川）
【中間とりまとめ】

➀被害の軽減に向けた治水対策の推進(河川における対策)

11



河川水位を低下させるための取組(遊水地等の洪水調節施設の整備)

➀被害の軽減に向けた治水対策の推進(河川における対策)

① 普段は、農地などに利用

② 河川を流れる洪水が遊水地
の越流堤を越えない程度の
中小洪水の時は、遊水地内
の水をポンプで吐き出し、
浸水させない。（洪水調節
を開始するまでは遊水地の
容量を最大限確保する。）

③ 大きな洪水の時は洪水の
一部を越流堤から計画的
に遊水地に導き、一時的
に貯留し、下流河川の流
量を低減させる。

遊水地

9 10 11 12 13 14 15

16 17

1 2 3 4 5 6 7

9 10 11 12 13 14 15

16 17

8

遊水地に洪水流量の一部を一時的に貯めることで、下流を
流れる水位の高さが低くなる。

遊水地なし

遊水地あり

今後の対策の方向性と内容

○河川水位を低下させるための取組として、遊水地等の洪水調節施設の整備を進めていきます。

流れる高さが低くなる。

Ａ

Ａ’

Ａ－Ａ’

Ａ－Ａ’

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。12

遊水地



流れる高さが低くなる。

川の中の底を掘ると、流れる水の量が同
じでも、流れる水の高さが低くなり、安全
に流れるようになる。

流れる量は同じ

1 2 3 4 5 6 7

9 10 11 12 13 14 15

16 17

8

河道の土砂掘削

➀被害の軽減に向けた治水対策の推進(河川における対策)

今後の対策の方向性と内容

掘削前

掘削後

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。13

▲ 河道掘削状況

河川水位を低下させるための取組(河道掘削による洪水流下断面の拡大)

○河川水位を低下させるための取組として、河道掘削など洪水が円滑に流れやすい河道整備を進
めていきます。

75.0㎞

76.0㎞

77.0㎞

平成12,13年掘削

平成17年掘削

平成18年掘削

沢山川

千曲川



➀被害の軽減に向けた治水対策の推進(河川における対策)

今後の対策の方向性と内容

14

▲ 洪水時の侵食による被災（東御市海野地先）

洪水流による侵食対策の取組(河岸侵食の被害を防止するための施設整備)

○洪水による河岸侵食に対する安全性を確保するための取組として、護岸等の施設整備を進めて
いきます。

侵食のイメージ

侵食前

侵食被災

▲ 洪水時の侵食による被災（佐久市原地先）

対策のイメージ

護岸・根固工等の整備

侵食被災

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。



施設規模を上回る洪水に対する取組(危機管理型ハード対策)

➀被害の軽減に向けた治水対策の推進(河川における対策)

今後の対策の方向性と内容

○施設規模を上回る洪水に対する取組として、堤防決壊までの時間を少しでも延ばすための、
危機管理型ハード対策を進めていきます。

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。15



信濃川水系緊急治水対策プロジェクト（千曲川）
【中間とりまとめ】

➁地域が連携した浸水被害軽減対策の推進(流域における対策)

16



千曲川下流域（飯山市）のため池位置図

：ため池

支流の流出抑制の取組（ため池等既存施設の有効活用）

➁地域が連携した浸水被害軽減対策の推進(流域における対策)

今後の対策の方向性と内容

○支流の流出抑制の取組として、関係者と調整の上、ため池等既存施設の有効活用を進めて
いきます。

降雨予測等を基にため池の貯留水を事前に放
流し、空き容量を確保する

事前放流イメージ

※１具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。17
出典：ため池の洪水調節機能強化対策の手引き

（農林水産省農村振興局）



支流の流出抑制の取組（雨水貯留施設、透水性舗装等の整備）

雨水貯留施設

➁地域が連携した浸水被害軽減対策の推進(流域における対策)

○支流の流出抑制の取組として、雨水貯留施設、透水性舗装等の整備を進めていきます。

今後の対策の方向性と内容

透水性舗装

空隙

ﾄﾞﾚｰﾝ管

雨水雨水

通常舗装 透水性舗装

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。18



支川氾濫抑制、内水被害を軽減する取組（排水機場等の整備）

排水機場

整備あり

整備なし

➁地域が連携した浸水被害軽減対策の推進(流域における対策)

○浸水被害を軽減する取組として、土地利用状況等を勘案した上で、まちづくりと一体となっ
た排水機場等の整備を行っていきます。

今後の対策の方向性と内容

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。19



支川氾濫抑制、内水被害を軽減する取組（排水機場等の耐水化の推進）

排水機場の耐水化

➁地域が連携した浸水被害軽減対策の推進(流域における対策)

○既存排水機場が浸水しても機能保持を図るため、排水機場等の耐水化を進めていきます。

今後の対策の方向性と内容

20

耐水化の事例

防水壁

防水扉

防水扉

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。



信濃川水系緊急治水対策プロジェクト（千曲川）
【中間とりまとめ】

➂減災に向けた更なる取組の推進(まちづくり、ソフト施策)

21



➂減災に向けた更なる取組の推進(まちづくり、ソフト施策)

住まい方の工夫に関する取組（「まちづくり」による水害に強い地域への誘導）

○住まい方の工夫に関する取組として、「まちづくり」による水害に強い地域への誘導を行っ
ていきます。

施設の整備

居住や都市機能の誘導

災害リスク
居住等を誘導すべき区域等において、河川や下水道等の整備、
雨水貯留施設、浸透施設等の整備を重点的に推進

リスクの提示

床上浸水の頻度が高い地域など、災害リスクの高い地域を提示。
まちづくりに関する協議会等に河川管理者や下水道管理者等が
積極的に参画して関係者と災害リスク情報を共有。

※災害リスクの高い地域は居住等を誘導すべき区域等から除外

集住による
迅速、効率的
な避難が可能

居住等を誘導
すべき区域等

災害リスクの低い地域へ居住や都市機能を誘導

高 中 低

今後の対策の方向性と内容

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。22



防災教育や防災知識の普及に関する取組（マイ・タイムラインづくりの推進）

千 曲 川

▲マイ・タイムライン作成状況

➂減災に向けた更なる取組の推進(まちづくり、ソフト施策)

○防災教育や防災知識の普及に関する取組として、地域住民と協働でマイ防災マップ、マイ・
タイムラインづくりの推進等により、地域防災力の向上を図ります。

今後の対策の方向性と内容

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。23

＜マイ・タイムライン検討ツール「逃げキッド」＞



災害の危険度が伝わるきめ細やかな情報発信の取組（公共交通機関との連携及び情報伝達）

➂減災に向けた更なる取組の推進(まちづくり、ソフト施策)

○災害の危険度が伝わるきめ細やかな情報発信の取組として、公共交通機関との連携及び情報
伝達により、交通網への浸水リスク情報の周知を行っていきます。

今後の対策の方向性と内容

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。24

長野新幹線車両センター

▲ 長野新幹線車両センター（JR東日本）浸水状況

▲ 千曲川浸水想定区域図（想定最大規模降雨）

河川管理者、公共
交通機関等の連携
及び情報伝達


